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小杉紗代さん
本木
鵜川小５年

あまり植えら
れなかったけ
ど楽しかった
です

石井明希さん
瑞穂
鵜川小５年

緊張したけど
楽しかったで
す

中野友貴さん
柿生
鵜川小５年

いい体験がで
きました

杉原悠美奈さん
瑞穂
鵜川小６年

とても緊張し
ました

杉原麻美奈さん
瑞穂
鵜川小６年

普段できない
体験ができて
よかった

皇
居
に
お
い
て
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ
れ

る
宮
中
行
事
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
お
供
え
す
る
た

め
の
米
を
作
る
献け

ん
こ
く
さ
い
で
ん
お
た
う
え
さ
い

穀
斎
田
御
田
植
祭
が
、
５
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
献
穀
者
に
選
ば

れ
た
の
は
瑞
穂
の
向
平
茂
雄
さ
ん
（
70
歳
）
の

水
田
で
、
5
人
の
早
乙
女
た
ち
が
丁
寧
に
苗
を

植
え
ま
し
た
。
能
都
地
区
で
は
、
昭
和
53
年
以

来
28
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

新
嘗
祭
は
、
天
皇
が
新
米
を
天
地
の
神
に
供

え
、
収
穫
に
感
謝
し
な
が
ら
食
す
る
祭
事
で
、

現
在
の
よ
う
に
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
西
暦
４
８
０
年
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
知
事
か
ら
の
請
願
に
よ
り
、
明
治

25
年
か
ら
各
県
で
生
産
さ
れ
た
米
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
の
自
治
体
か
ら
推
薦
を
受
け

た
献
穀
者
が
行
事
に
使
う
新
米
を
宮
中
に
納
め

ま
す
。

　

石
川
県
で
は
例
年
、
加
賀
と
能
登
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
一
農
家
が
新
米
5
合
（
約
０
・
９
㍑
）
を

献
納
し
て
お
り
、
今
年
は
向
平
茂
雄
さ
ん
と
能

美
市
の
前
田
俊
昭
さ
ん
の
二
人
の
水
田
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

御
田
植
祭
に
は
、
谷
本
正
憲
県
知
事
を
は
じ

め
、
持
木
町
長
、
大
谷
内
議
長
、
地
区
代
表
の

方
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
持
木

町
長
は
「
瑞
穂
の
地
で
と
れ
る
新
米
が
献
上
さ

れ
る
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
光
栄
な
こ

と
で
す
。
精
魂
込
め
て
管
理
し
大
役
を
果
た
し

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

神
事
は
、
斎
主
を
務
め
る
髙
山
宮
司
に
よ
り

厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
田
植
え
の
儀
で

は
、
髙
山
宮
司
か
ら
献
穀
者
の
向
平
茂
雄
さ
ん

に
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
早
苗
が
手
渡
さ
れ
、
水
田
に

移
動
し
た
あ
と
、
耕
作
長
の
向
平 

巧
さ
ん
か

ら
絣

か
す
り
す
が
た

姿
に
赤
い
タ
ス
キ
を
掛
け
た
早
乙
女
へ
と

早
苗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
早
乙
女
に
選
ば
れ
た
の
は
、
小
杉
紗

代
さ
ん
、
石
井
明
希
さ
ん
、
中
野
友
貴
さ
ん
、

杉
原
悠
美
奈
さ
ん
、
杉
原
麻
美
奈
さ
ん
の
地
元

小
学
生
5
人
で
す
。
苗
を
手
渡
さ
れ
た
早
乙
女

た
ち
は
、
関
係
者
や
地
域
の
人
が
見
守
る
中
、

横
一
列
に
並
ん
で
、
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
苗
を
丁
寧
に
手
植
え
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
向
平
茂
雄
さ
ん
を
は
じ
め
耕
作
長

の
向
平 

巧
さ
ん
、
早
乙
女
代
表
の
杉
原
麻
美

奈
さ
ん
や
関
係
者
が
祭
殿
に
玉
ぐ
し
を
捧
げ
、

豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

谷
本
県
知
事
か
ら
は
「
豊
か
な
実
り
の
秋
を

迎
え
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
ご
報
告
い
た
だ

き
た
い
」
と
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
植
え
ら
れ
た
苗
が
秋
に
実
る
と

「
抜ぬ

き
ほ
し
き

穂
式
」
を
行
い
収
穫
を
し
ま
す
。
10
月
下

旬
に
は
、
石
川
県
の
新
米
と
し
て
向
平
茂
雄
さ

ん
自
身
が
皇
居
に
持
参
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

献穀者  向平茂雄さん
「名誉ある献穀者に選ばれたことを大変光栄に思います。今後、
この献穀田を精魂込めて大切に管理し、抜穂式ではみなさんと一
緒に実りの秋をお祝いしたいと思っています」

写真右：御田植えの前に献穀田が清められる

写真下：耕作長の向平  巧さんから早乙女にコ
シヒカリの早苗が手渡される

能都地区では昭和 53年以来 28 年ぶり

御田植えを見守る献穀者の向平茂雄さん（写真右から 2人目）と耕作長の向平  巧さん（写真右）

大勢の人に見守られ、丁寧に御田植えをする早乙女たち
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平
成
18
年
4
月
か
ら
、
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
待
合
ロ
ビ
ー
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
推
進
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
に
は
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ

Ｗ
）、
保
健
師
、
診
療
情
報
管
理
士
、

訪
問
看
護
師
が
在
席
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
で
は
、
次

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

〈
医
療
相
談
〉

　

病
気
や
障
害
に
よ
っ
て
生
じ
る
生

活
上
の
相
談
ご
と
に
応
じ
、
医
療
制

度
な
ど
社
会
資
源
の
利
用
、
入
退
院

に
関
す
る
支
援
、
医
療
費
、
介
護
保

険
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
保
健
・
栄
養
相
談
、リ
ハ
ビ
リ
相
談
〉

　

療
養
上
の
生
活
指
導
、食
事
療
法
、

リ
ハ
ビ
リ
指
導
な
ど
、
必
要
に
応
じ

て
院
内
の
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
と

連
携
し
、
支
援
い
た
し
ま
す
。

〈
訪
問
看
護
〉

　

在
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
で
、

通
院
困
難
な
方
に
対
し
、
お
宅
に
訪

問
し
、
生
活
、
療
養
上
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

〈
患
者
相
談
窓
口
〉

　

入
院
、
通
院
を
含
め
、
診
療
上
の

心
配
事
や
、疑
問
に
対
す
る
ご
相
談
、

ご
意
見
の
受
付
を
承
り
ま
す
。
さ
さ

い
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
お
話
く

だ
さ
い
。

〈
ご
利
用
に
つ
い
て
〉

　

公
立
宇
出
津
総
合
病
院
１
階
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
に
、
ご
連
絡
、

ご
来
室
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

☎
62
ー
１
３
１
１

〈
相
談
受
付
日
時
〉

　

病
院
の
診
療
日
に
は
、
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

　

病
棟
、
外
来
の
医
師
や
看
護
師
に

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

　

し
ま
す
。

※
医
療
相
談
は
、
無
料
で
す
。

医療ソーシャルワーカーが親身になって
ご相談に応じます

高
齢
化
社
会
を
支
え
て
い
く
た

め
に
は
、
看
護
の
心
、
ケ
ア

の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
、
広
く

国
民
が
分
か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
こ
と
を
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
誰
で
も
認
識
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
に
、毎
年
5
月
12
日
は「
看

護
の
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
日
を
含
む
日
曜
日
か
ら
土

曜
日
は
「
看
護
週
間
」
で
す
。

　

今
年
で
16
年
目
を
迎
え
る
「
看
護

週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
県
内
で
は
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
を
含
む
38
カ
所

の
病
院
で
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

〈
実
施
日
〉
５
月
16
日

〈
場　

所
〉
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

　

各
病
棟
（
３
Ｆ
〜
５
Ｆ
）

〈
参
加
者
〉

小
浦　

早
織
（
能
都
北
辰
高
等
学
校
３
年
）

秋
本
か
お
る
（
能
都
北
辰
高
等
学
校
３
年
）

蛸
島　

宏
章
（
能
都
北
辰
高
等
学
校
３
年
）

杉
野　

智
子
（
珠
洲
実
業
高
等
学
校
３
年
）

小
田　

千
恵
（
珠
洲
実
業
高
等
学
校
３
年
）

〈
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）〉

・
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
看
護
の

仕
事
に
は
体
力
を
使
う
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。

・
看
護
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
看
護

や
介
護
の
仕
事
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ん
を
元
気
に
し
た
い
で
す
。

・
今
日
の
体
験
で
看
護
師
に
な
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。

・
近
い
将
来
、
自
分
も
こ
う
い
う
環

境
で
日
々
を
送
れ
た
ら
い
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

わたしたちが支援します。

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

能
登
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
総
合
機
関
と
し

て
、
ま
た
介
護
予
防
の
拠
点
と
し

て
、
４
月
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
能
登
町

で
、自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、

介
護
保
険
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

は
じ
め
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
権

利
擁
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

包
括
的
・
継
続
的
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

　

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
・
ご
家
族

の
た
め
に
、
介
護
保
険
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
、
生
活
上
で
の
心
配
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
公
正
・
中
立
の
確

保
の
た
め
に
、
被
保
険
者
や
利
用
者

の
代
表
、
事
業
者
な
ど
が
定
期
的
に

協
議
を
す
る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
、
適

切
な
運
営
を
確
認
し
ま
す
。

【相談窓口】
能登町地域包括支援センター　長寿介護課内（役場内浦庁舎）　☎ 72-2513
　　　　〃　　　　能都支所　藤波デイサービスセンター内　  ☎ 62-3666
　　　　〃　　　　柳田支所　多花楽会内　　　　　　　　　  ☎ 76-0980
　　　　〃　　　　内浦支所　第二長寿園内　　　　　　　　  ☎ 72-8885

※役場サービス課でも相談の受付を行っています。
　能都総合サービス課　☎ 62-8500　　　柳田総合サービス課　☎ 76-8300

   

セ
ン
タ
ー 

の
役
割

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め

の
、
専
門
職
種
・
各
関
係
者
・
地
域

住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
つ
な
が

り
）
を
築
き
ま
す
。
お
気
軽
に
下
記

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師 

　

保
健
師
が
、
地
域
の
高
齢
者
の
状

態
を
把
握
し
、
介
護
予
防
を
推
進
し

ま
す
。
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
た
り
、
栄
養
士
や
ほ
か
の
専

門
職
と
連
携
し
て
、
介
護
予
防
の
た

め
の
教
室
を
開
催
し
た
り
し
ま
す
。 

社
会
福
祉
士 

　

社
会
福
祉
士
が
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、
高
齢
者
や
家
族

に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
や
支
援
を

行
い
ま
す
。 

ま
た
高
齢
者
の
虐
待
防

止
と
権
利
擁
護
の
活
動
を
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

　

主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
、
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
を
取
り
、
長
期

継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
支
援
）

を
進
め
ま
す
。
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能登町の分別はランク外と評価されました。このままでは、リサイクル品と
して引き取ってもらえなくなり、処理できなくなります。

問
題
外
の
ラ
ン
ク
外

　

先
日
、
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
ガ
ラ
ス
び
ん
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
に
よ
る
「
び
ん
の
抜
取
検

査
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

異
物
（
ス
ポ
ン
ジ
・
た
ば
こ
な
ど
）

混
入
に
よ
り
ラ
ン
ク
外
と
評
価
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

半
年
後
の
再
検
査
で
も
う
一
度
ラ

ン
ク
外
と
評
価
さ
れ
る
と
リ
サ
イ
ク

ル
品
と
し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な

く
な
り
、
ど
こ
に
も
処
理
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

回
収
ガ
ラ
ス
び
ん
の
抜
取
検
査

は
、
び
ん
２
５
０
㎏
に
含
ま
れ
る
異

物
の
量
を
採
取
し
判
定
さ
れ
ま
す
。

品
質
ラ
ン
ク
は
Ａ
ラ
ン
ク
と
Ｂ
ラ
ン

ク
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
引
き
取
り

を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

少
な
い
意
識
と
知
識

　
「
自
分
一
人
く
ら
い
分
別
し
な
く

て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち

や
分
別
に
対
す
る
知
識
の
な
さ
が
、

町
民
す
べ
て
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
分
別
に
つ
い
て
よ
く

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
町
民
み
ん

な
の
努
力
で
、
次
の
検
査
で
は
、
必

ず
ラ
ン
ク
Ａ
に
判
定
さ
れ
る
よ
う
に

周
り
に
声
を
か
け
合
っ
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
！

び
ん
の
分
別

　

こ
れ
を
徹
底
！

●
空
き
び
ん
は
飲
料
・

　
　
　

食
料
用
の
び
ん
だ
け

　

人
が
口
に
で
き
な
い
も
の
が
入
っ

て
い
た
び
ん
は
埋
立
ご
み
で
す
。

●
キ
ャ
ッ
プ
類
は
取
る

　

キ
ャ
ッ
プ
・
王
冠
・
リ
ン
グ
は
素

材
に
応
じ
て
も
や
せ
る
ご
み
、
埋
立

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
ず
中
を
ゆ
す
ぐ

●
色
の
分
別
を

　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
す
る

　

無
色
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の
色

に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
色
透
明
か
そ
の
他
の
色
か
迷
う

場
合
は
そ
の
他
の
色
へ
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

●
び
ん
以
外
の
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　

混
ぜ
な
い

　

異
物
（
泥
や
た
ば
こ
な
ど
）
が
混

入
し
た
汚
れ
た
び
ん
、
耐
熱
ガ
ラ
ス

な
ど
は
埋
立
ご
み
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
環
境
対
策
課

びんの
分別を 徹底 してください。

ガ
ー
コ
（
♂
）

■開館時間
　火～日曜日　
　午前９時～午後５時
 　（入館は午後４時 30 分まで）
■休館日　毎週月曜日 年末年始
　 （月曜日が休日の場合は開館）
■住　所　宇出津新港 3-7
■入館料　大人：200 円
　　　　　中学生以下無料
　　　　　団体　（20 人以上  1 人：160 円）

■問い合わせ　☎ 62-4655　
　　　　　　　fax62-4324

石川県海洋漁業科学館

うみとさかなの科学館長  　　　
　  　　　　　白田 光司さん
Qこの施設のいいところは？
　スタッフがこの施設を利用する子どもたちの
面倒をよくみてくれることですね。工作教室の
様子などを見ていると、自由な発想で取り組ん
でいる子どもたちが本当に明るく楽しそうなん
です。科学館には大人の方でも楽しめる教室も
たくさんありますので、みなさんにご利用して
いただきたいですね。

　

こ
の
科
学
館
は
外
観
は
船
を
、

入
口
ま
で
の
通
路
は
タ
ラ
ッ
プ

を
、
そ
し
て
館
内
は
海
底
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
て
い
る
ん

だ
よ
。
こ
こ
で
は
海
の
不
思
議

や
魚
の
生
態
な
ど
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

　

ボ
ク
た
ち
が
１
年
間
で
ど
れ

く
ら
い
魚
を
食
べ
る
の
か
、
漁

師
さ
ん
の
魚
の
捕
り
方
や
、
魚

の
目
か
ら
見
た
景
色
な
ど
が
分

か
る
よ
！
ほ
か
に
も
マ
グ
ロ
な

ど
の
泳
ぐ
ス
ピ
ー
ド
に
自
転
車

こ
ぎ
で
挑
戦
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
よ
！

今
回
は

う
み
と
さ
か
な
の
科
学
館
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た 

!

　

お
隣
の
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
開
か
れ
て
い
る
「
海
と

魚
の
子
ど
も
科
学
教
室
」
で
は
魚

を
解
剖
し
て
年
齢
を
調
べ
た
り
す

る
ん
だ
っ
て
。
そ
れ
か
ら
科
学
館

自
慢
の
オ
ー
シ
ャ
ン
シ
ア
タ
ー
で

は
、
未
来
か
ら
や
っ
て
き
た
ノ
ッ

ト
船
長
と
機
関
士
ス
コ
ン
バ
ー
が

登
場
し
て
、
海
の
宝
物
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
る
よ
！

　

　

毎
月
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
る
工

作
教
室
も
オ
ス
ス
メ
だ
よ
！
海

に
ち
な
ん
だ
色
ん
な
工
作
が
無

料
で
体
験
で
き
る
ん
だ
。「
イ

カ
と
っ
く
り
作
り
」
は
予
約
が

い
る
か
ら
科
学
館
の
人
に
聞
い

て
ね
。
館
内
で
は
も
う
す
ぐ
ミ

ン
ク
ク
ジ
ラ
の
骨
も
展
示
さ
れ

て
、
自
由
に
触
れ

る
よ
う
に
な
る

ん
だ
っ
て
。

楽
し
み

だ
ね
ぇ
！

首相官邸での授与式に出席した持木町長

能登町の地域再生計画が国の認
定を受けました

　構造改革特区計画と地域再生計画

に関する認定書授与式が 4月 18 日、

東京の首相官邸で行われました。

　ここで能登町の「潤いあるくらし

を支える快適な町」再生計画が国の

認定を受け、小泉首相から持木町長

へ認定書が授与されました。この再

生計画が認められたことにより、汚

水処理施設整備交付金を受けること

が決定しました。この交付金を活用

して、公共下水道の恋路処理区と合

併処理浄化槽の整備を推進していく

計画にしています。

P

ココ
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   5月捕鯨調査船が日本海にやってきた！

　　　　 とも旗に込める大漁の願い

12

まちの出来事　　 5

スポーツで強く優しい心を学舎が生まれ変わる日

能登町スポーツ少年団の結団式が４月 23 日、内浦
総合運動公園しおさい広場で行われ、26 団体か

ら団員や保護者、指導者など約 400 人が参加しました。
式では団員を代表して藤田真希さん（内浦空手・松波
小５年）、池崎万穂さん（宇出津卓球・宇出津小６年）、
坂下こはるさん（柳田剣道・柳田小６年）が今年１年
間の活動に対する誓いの言葉を述べました。
　この後、団員たちは公園内の４会場に分かれてグラ
ウンドゴルフやソフトバレーなどのスポーツで交流を
深めました。最後に参加者全員で協力して公園内のゴ
ミ拾いを行い、使った会場をきれいにしました。

▲

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
微
妙
な
タ
ッ
チ
が

　

勝
負
の
わ
か
れ
ど
こ
だ
よ
！　

宮地小学校の旧校舎を利用して整備が進めれられて
いた「宮地交流宿泊所こぶし」の完成式が４月

20 日に行われ、地元住民や関係者など 150 人が出席し
ました。この施設の１階にはロビーや食堂、研修室な
どがあり、２階には浴室トイレつきの宿泊室が全部で
10 室完備されていて、主に都市部からの滞在型の自然・
文化交流の場として利用されることになっています。
　この地区の有志 23 人で構成され施設の管理運営をす
ることになったNPO法人「コブシ」の篠原理事長は「地
元の伝統的な技術などを受け継ぐ交流の場にしていき
たい」と話しました。

▲

関
係
者
ら
が
見
守
る
中
「
こ
ぶ
し
」
の
銘

　

板
を
掲
げ
る
持
木
町
長

赤米・黒米・緑米！ 活用してね！まほろば文庫

縄文真脇遺跡体験村で５月 15 日、真脇小学校の４
･５･６年生 24 人と、小木小学校の５･６年生 46

人の児童たちが古代米の田植えに挑戦しました。
　古代米とは稲の原種である野生稲の特徴を受け継い
でいる米のことです。この日は３種類の苗が準備され、
真脇小のみんなが赤米を、小木小の６年生が黒米を、5
年生が緑米をそれぞれ植えつけました。初めて体験し
た小木小の児童たちも、田んぼの感触に悪戦苦闘しな
がらも楽しそうに作業をしていました。児童たちは稲
刈りも体験する予定になっています。大きく元気に育
った古代米を収穫できるといいですね。

▲

ち
ゃ
ん
と
印
つ
い
た
と
こ
ろ
に
植
え
て
る
？

まほろば成人式実行委員会が今年１月「未来を担う
子どもたちのために役立てて欲しい」と町に寄付

した 210,100 円により、宇出津の中央図書館にまほろ
ば文庫が新設されました。館内に置かれた真新しい本
棚には新刊 140 冊が並び、５月より貸出しを開始しま
した。学校の教科書に紹介されている本のほか、絵本、
児童文学、親子で楽しめる読み聞かせ用大型絵本など
がそろえられています。　
　町出身者で 50 歳を祝う「まほろば成人式」に出席し
たみなさんからの善意が形となり、子どもたちが手に
とって楽しめる空間が誕生しました。

赤崎のイチゴは甘さが違う！

小木地区、御舟神社の春祭り「とも旗祭
り」が５月２日・３日、県文化財指定後、

初めて行われました。今年１年の豊漁と航海
の安全を祈願するこの祭り。高さ 20 メート
ル、幅２メートルのと
も旗 10 本は各町内ご
とに制作され、旗に大
きく画かれた五文字に
はさまざまな願いが込
められています。

　本祭りとなる３日午前７時、とも旗船 10 隻が九十九湾の蓬
ほうらいじま

来島周辺
を巡航します。午後には神輿をのせた御座船を先頭に 10 隻のとも旗船
がつながれ小木港内を周回し、一番の見どころとなります。湾内には
太鼓や笛の音、訪れた観光客らの歓声などが響き渡りました。

▲

海
上
パ
レ
ー
ド
で
祭
り
は
最
高
潮
に
！

甘くて美味しい赤崎いちご園のいちご
狩りが５月下旬に最盛期を迎え、県

内外からのたくさんの観光客で賑わいま
した。今年は厳しかった冬の影響か、例
年より１週間から 10 日前後収穫のピーク
が遅れましたが、週末には家族連れなど
が真っ赤に実ったいちごを味わいました。
　また晴天に恵まれた５月 20 日・21 日
の両日、赤崎海岸休憩場でイベント「苺
一会（いちごいちえ）」が開催され、約 1,500
人が訪れました。会場では地元の特産品
などがずらりと並び、いちごミルクが無
料で振る舞われました。

▲わたしのイチゴとお母さんのイチゴ、どっちが
　大きいかな？

▲

図
書
館
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
、
ま
ほ
ろ
ば

　

文
庫
コ
ー
ナ
ー

鯨フェスティバルｉｎ金沢が４月 29 日・30
日、金沢港で開催されました。このイベン

トは鯨の食文化が色濃く残る能登町と、県や金沢
市などが鯨類捕獲調査船団を誘致して実現したも
ので、日本海側に寄港したのは今回が初めてです。
　開会式で持木町長は、能登町が古くから鯨と関
わりがあったことを紹介しました。この後、調査

船団が一般公開さ
れ、鯨汁が無料で振る舞われました。また能登町のテナント
出店者など 50 人も会場へ出向き、深層水商品やブルーベリー
ワイン、いしりブランド商品などの販売や、観光パンフレッ
トなどを配布して会場に訪れた 37,000 人にわが町をＰＲしま
した。

▲

２
日
夜
に
は
電
飾
さ
れ
た
と
も
旗
も

▲

調
査
船
団
一
般
公
開
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に

　

出
席
し
た
持
木
町
長

▲

能
登
町
の
特
産
品
を
味
見
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町花
のとキリシマ
を見てきました。
能登町の花「のとキリシマ」。
５月になると、樹齢 100 年以上の古木
や愛好家の手によって手入れされた見
事な盆栽が、庭先で競うように咲き誇
ります。
5月の半ば、車を走らせ「のとキリシマ」
に会いに行きました。

所
要
時
間
6
時
間
。
代
表
的
な
古
木

を
中
心
に
、
の
と
キ
リ
シ
マ
探
訪
！

　

能
登
町
各
地
で
咲
き
誇
る「
の
と
キ
リ
シ
マ
」

の
今
年
の
咲
き
具
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
大
雪

や
低
温
の
影
響
を
心
配
し
な
が
ら
車
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。
恋
路
か
ら
武
連
ま
で
、
走
行
距
離

約
１
０
０
㎞
。
古
木
の
巨
大
さ
に
、
花
の
紅
色

に
圧
倒
さ
れ
、
改
め
て
「
の
と
キ
リ
シ
マ
」
の

魅
力
を
感
じ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

のとキリシマツツジ連絡協議会が平成 16 年に
制作した「のとキリシマツツジ探訪マップ」で
能登町の代表的なキリシマをチェックしてから
出発。

まずは内浦地区の恋路へ
恋路の薮さんが所有する「のとキリシマ」は恋
路のバス停から徒歩 1分の場所にありました。
高さ約 3m、幅約 4mの大きさで、広い庭の中
央に深紅に咲き誇る存在感に圧倒されました。

のとキリシマの花は一重のものが多いですが
「がく」の部分が花びら化して二重に見えるも
のやコシミノに見えるものなど多様です。蝶や
蜂などたくさんの昆虫もやってきます。

次に向かったのは、町の天然記念物にも指定
されている秋吉の背戸さんの「のとキリシマ」。
残念ながら大雪の影響で花は少なめでしたが、
南北 6.7 ｍに枝を広げるその大きさは能登町で
最も大きいと思われます。来年に期待！

同じく秋吉の蔵屋さん所有の「のとキリシマ」。
約 150m離れた背戸さんのキリシマより、毎年
ぴったり 2日早く開花するそうです。

内浦地区から柳田地区へ
柳田地区には天然記念物に指定されたキリシマ
が 4株あります。これは中斉の芦田さん所有の
「のとキリシマ」。芦田さんはキリシマを保護す
るために移動式のガレージを整備しています。

芦田さんのキリシマの花は二重です。ガレージ
があるため雪の被害もなく、とても元気そうに
見えました。

重年の平さん所有の「のとキリシマ」も町の天
然記念物に指定されています。他のキリシマに
比べて縦に勢いよく伸びている感じがします。

これは、五十里の酒井さん所有の「のとキリシ
マ」で、天然記念物です。花は紅紫色をしていて、
キリシマの亜種の多さを感じさせます。花が紅
紫色の古木は珍しいのではないでしょうか。

酒井さんの庭先には他にも 3株の古木があり、
その景観は見事の一言です。

能都地区の瑞穂へ
神道の久保さん所有の「のとキリシマ」はちょ
うど満開でした。キリシマは半日違えばその表
情が違うといわれるほど繊細な花で、最高の状
態はなかなか写真に写せません。

満開の「のとキリシマ」は、枝・葉を覆い隠し
紅色一色に染まります。

武連の大屋さんの庭先に咲く「のとキリシマ」
は３株が寄り添っています。毎年山菜狩りとこ
のキリシマを見るのを楽しみにしている人がた
くさんいるそうです。

宮地の多田さん所有の「のとキリシマ」も満開
でした。新緑のグリーンを背景にする紅色のキ
リシマツツジは絵になります。

多田家のおばあちゃんは「世話するが大変やけ
ど、楽しみに見に来てくれる人もおるしねぇ」
と話をしてくれました。

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

能登町花
のとキリシマ

めぐり
平成 18年版

START！

1 本目

2本目

3本目

4本目

5本目

神道の日吉神社にある「のとキリシマ」は、2
株が寄り添って 1株のように見せています。

6 本目8本目

9本目

10 本目 7本目

今年訪ねた「のとキリシマ」

①薮さんの「のとキリシマ」
　[ 恋路 ]
　恋路のバス停から徒歩 1分　家の前庭

②背戸さんの「のとキリシマ」
　[ 秋吉 ]
　あまめはぎ公園近く　家の裏庭
　町天然記念物

③蔵屋さんの「のとキリシマ」
　[ 秋吉 ]
　あまめはぎ公園近く　家の前庭

④芦田さんの「のとキリシマ」
　[ 中斉 ]
　旧中斉小学校近く　家の前庭
　横にはミズバショウ群生地あり
　町天然記念物

⑤平さんの「のとキリシマ」
　［重年］
　JAおおぞら低温倉庫横　家の前庭
　町天然記念物

⑥酒井さんの「のとキリシマ」
　［五十里］
　五十里橋近く　家の前庭
　町天然記念物

⑦久保さんの「のとキリシマ」
　［神道］
　国道 249 号沿い　家の前庭

⑧日吉神社の「のとキリシマ」
　［神道］
　国道 249 号沿い　日吉神社鳥居前

⑨大屋さんの「のとキリシマ」
　［武連］
　武連白山神社近く　家の前庭

⑩多田さんの「のとキリシマ」
　［宮地］
　宮地白山神社入る　民宿の前庭

※町天然記念物の「のとキリシマ」は
　他に笹川の山口さん所有のキリシマ
　があります。

①

②③
④

⑤⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

14


